仕　様　書

１　概要

　　　　この仕様書は、広島県立御調高等学校に設置するフルカラー印刷設備に関して、適正かつ支障なく設備の使用ができるように示すものである。

２　フラカラー印刷設備の機種
フルカラー印刷設備　１式

　　　設置場所：本館２階　印刷室　（生徒館にエレベーター有り）
	プリント方式
	ライン型インクジェット方式

	インク
	　油性顔料タイプ　Ｃ／Ｍ／Ｙ／Ｋインク各色1000ｍｌ

	プリント解像度
	　標準設定時：300dpi（主走査方向）×300dpi（副走査方向）

　高精細設定時：300dpi（主走査方向）×600dpi（副走査方向）

	連続複写速度
	　片面　120枚／分（120ppm）以上　　カラー、モノクロ問わず

　両面　 60枚／分（120ppm）以上　　カラー、モノクロ問わず

　（Ａ４横送り　標準設定　連続プリント時）

	用紙サイズ
	　片面時：最大　Ａ３ワイドサイズ相当
　　　　　最小　ハガキサイズ相当

	給紙方法
	　給紙台：1,000枚積載

	スキャナー

※専用台付き
	　自動両面同時読込原稿送り装置

　読込速度

コピー時　80枚／分以上（Ａ４横送り）　両面、片面問わず

スキャン時　100枚／分以上（Ａ４横送り）　両面、片面問わず

	オフステーブル
	　ステープルやオフセット排紙（ずらし排紙）ができる排紙機能

	両面印刷
	　Ａ３両面印刷できること

	印刷倍率
	　等倍、ズーム（50～200％）

	カラーモード
	　オート／カラー／モノクロ／単色シアン／単色マゼンダ

	プリンター機能
	　ネットワークプリント対応、ＵＳＢメモリダイレクトプリント対応

	スキャン機能
	　本体ＨＤＤ保存、サーバ保存、メール送信保存、ＵＳＢメモリ保存

	スキャンデータ
	　ＰＤＦ、ＪＰＥＧ、ＴＩＦＦ

	各種機能
	　原稿サイズ混載、ページ／日付印字、白紙節約機能、
　ボックス保存機能、タイマー運転機能、フォーム合成機能、
　低速モード機能

	容量
	　メモリ容量： ４ＧＢ

　ＳＳＤ容量：512ＧＢ（使用可能領域：370ＧＢ）

	その他排紙機能
	　ストレート排紙ができること


	メンテナンス
	　月間印刷枚数20,000～49，999枚までを想定、６年間の保守メンテナンス（メンテナンス部品・技術料金）を含む

	電源
	　ＡＣ100Ｖ、50－60Ｈｚ、10.0Ａ　以上

	消費電力
	　最大：1,000Ｗ以下，省電力モードがあること

	耐久性
	トータル印刷枚数600万枚可能なもの　

	環境性能
	グリーン購入法適合商品であること

国際エネルギースタープログラム適合商品であること

エコマーク認定商品であること


　　　※上記の仕様を満たすものであれば、同等品も可能とする。
３　保守業務の内容
　（１）印刷機を常時正常な状態で使用できるよう、訪問により年２回以上の定期点検を行うこと。

　（２）本校から修理・点検依頼があった場合は，専門の技術員を派遣すること。
　　　　なお、修理・点検依頼を午前に受けた場合は当日中に、午後に受けた場合は当日又は翌日の

　　　午前中に作業を開始すること。

　（３）ネットワークプリンタとして使用するための本校職員使用のパソコンへのプリンタドライバー

　　　のインストール設定作業は、情報セキュリティ遵守のため契約業者ではなく本校が実施するものとし、契約業者はインストール作業に必要なプリンタドライバーインストールマニュアルを提供すること。
　　　　スキャナ機能の設定は基本的にメールによるものとし、メールによる方法以外でのスキャナの

　　　設定は、情報セキュリティ遵守のため契約業者は作業してはならないものとする。

メール宛先の変更・追加・削除がある場合は本校が実施するものとし、契約業者はスキャナ機能設定に必要なスキャナ設定マニュアルを提供すること。

　　　　プリンタドライバーのインストール及びスキャナ設定等について、本校から要請があった場合は、支援・助言を行うこと。

　（４）本校から依頼した場合は、放置プリント防止のための設定について実施すること。

　（５）本校がネットワーク接続協議に必要になるＭＡＣアドレスは、設置予定日の７日前（土・日・祝日を含む）までに本校事務長にメールにより提供すること。

　　　　なお、メールにより提供する際には、ファイルにパスワードを設定して保護するなどのセキュリティ対策を行うこと。
４　機器設置時の動作確認について
　（１）機器設置時のテストプリントの実施は、１台のパソコンに対して実施すること。その他のパソコンでのテストプリントの実施は、本校で実施するものとする。
　（２）スキャナ機能設定の動作確認はメールによる方法のみとし、１台のパソコンに対して実施すること。その他のパソコンでのテストプリントの実施は，本校で実施するものとする。
５　秘密の保持
　（１）保守の実施等に当たり知り得た本校の業務上の機密を外部に漏らしたり、他の目的に利用してはならない。契約期間終了後も同様とする。
　（２）保守作業において記憶装置を交換する際や契約終了後の機器撤去の際など、記憶装置から情報漏えいの可能性がある場合は、自らの費用負担において本校の使用により記憶されたすべてのデータを完全に消去し、当該データが復元不能になった旨を書面により本校に報告しなければならない。
　（３）前項の作業が困難な場合、自らの費用負担において記憶装置を物理的に破壊し、当該装置が再利用不能になった旨を書面により、本校に報告しなければならない。
